
 

 少額調達案件見積依頼
 （オープンカウンター方式）

 
 １　件名

 路面舗装（皇居）

 

 ２　数量

 １式

 

 ３　規格等仕様

 　　仕様書のとおり

 

 ４　履行期限

 令和８年12月４日（金）

 

 ５　履行場所

 仕様書のとおり

 

 ６　その他

 (1)　契約金額に応じ、指定の契約書又は請書を作成すること （契約金額によっ。

 　ては作成を省略する場合がある ）。

 (2)　請負会社は仕様等について疑義があるときは、皇宮警察本部支出負担行為担

　　当官（以下｢担当官｣とする ）に説明を求めることとし、見積書の提出後、仕。

 　　様等の不明を理由として異議を申し立てることはできない。

  (3)　現場確認を希望する者は、下記８の連絡先に問い合わせること。

 

 ７　見積書等提出期限

  (1)　参考見積書

 　　　令和８年９月11日（金）

  (2)　見積書

 　　　令和８年９月18日（金）

 

 ８　連絡先

 　　〒100-0001　東京都千代田区千代田１番３号

 皇宮警察本部会計課　装備第二係

 電話番号（代表 ：０３－３２３１－３１１５(内線:2253)）

 （平日８時30分から17時15分まで）

 メールアドレス ：kigh1405＠npa.go.jp



 

  

                          　　　　　　　　　　　　　  

  

路 面 舗 装 （ 皇 居 ）  仕　様　書  

  

  

  

  

  

  

                                       　　  

  

 　適　用　範　囲  

  

   この仕様書は、路面舗装（皇居） について適用する  

 

 作作 業 概 要  

  

  

  

 一 般 共 通 事 項  

  

  

  

  

  

   作 業 場 所 等

  

  

  

   施 工 範 囲

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　管路埋め戻し後の路面舗装を実施するもの 

 

  別紙１のとおりとし、別紙中「施工」とある部分は「作業」と読

み替えるものとする（他の別紙も同様とする） 

 

 　東京都千代田区千代田１－３皇居　坂下護衛署前路上(施工場所)

 

　施工範囲は38.16㎡としているが、参考数値であるため、施工前に

 実測すること。

 　①　14.5ｍ×0.9ｍ＝13.05㎡

 　②　12.0ｍ×0.9ｍ＝10.8㎡

 　③　15.0ｍ×0.9ｍ＝13.5㎡

 　④　 0.9ｍ×0.9ｍ＝0.81㎡

 　①＋②＋③＋④＝38.16㎡

 

　地表から50mm再生粒度調整砕石（RM-40）を削り取り、その箇所に

再生密粒度アスファルト混合物で舗装する 

　また、削り取った残土は、皇居内の指定した場所に移すこと 



 

  

  

  

  

  作 業 要 領 等

  作業上の留意事項

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  完 成 図 書 等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                     

　また、削り取った残土は、皇居内の指定した場所に移すこと 

 

１　本件作業区域は宮内庁が管理し、天皇皇后両陛下及び愛子内親王殿

　下のお住まいがあり、また国家行事等が行われる宮殿が所在する皇居

　であることをあらかじめ念頭に置き作業にあたること 

２　本件作業区域は、全域が文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包 

  蔵地」かつ「特別史跡江戸城跡」であることを十分認識した上で作業 

　すること 

３　その他詳細は別紙２及び別紙３による 

 

１　作業完了後、写真付きの報告書を提出すること 

　　なお、同一の図書を２部作成することを妨げるものではない 

　　作業写真　　　　　１部 

　　作業前・作業中・作業後の作業写真を報告書に編綴する 

２　疑義その他 

　　本仕様書に記載のない事項及び施工途中での疑義は、発注者と請　

　負者による協議とし、担当官の指示及び承認による解決とする。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上









 別紙１

 

 一 般 共 通 事 項

 

 １　遵守事項

(1)　工事施工に当たっては、皇宮警察本部及び宮内庁の業務等に支障を生じな 

 　　いよう十分注意し、そのおそれがあるときは、係官の指示を受けること。

(2)　工事施工、現場管理に当たっては、本仕様書、関係法令等に定めのあるも 

　　のは、これに基づいて遺漏なく施工し、また、工事中の障害、火災・盗難等

 　　についても十分注意を払うこと。

(3） 工事施工に当たっては、既存物、樹木その他各種設備及び機材等に損害を  

　　与えないよう十分に注意して施工し、万一損傷した場合は速やかに係官に申

　　し出、係官の指示に従い、請負者が同一資材を持って速やかに補修し、復旧

 　　弁償の責任を負うこと。

(4)　工事作業時間は、原則として官庁執務時間に準ずること。なお、当該時間 

 　　外に就業する場合は、事前に係官の承認を得ること。

(5)　仕様書に明記しない事項でも、その性質上当然本工事の範囲に含まれるも 

 　　のは、係官の指示により請負者の負担により実施すること。

(6)　工事施工に当たり、特に指示する工程については、必ず係官の立会いを求 

 　　めなければならない。

(7)　請負者は、施工に当たり、就業者の監督を十分に行い、作業地区以外の場 

 　　所への立入り、指定場所以外での喫煙のないように注意すること。

(8)　出入時には、原則として運転免許証により本人の確認を行うので、運転免 

 　　許証を携行させること。

(9)　本工事に当たり知り得た情報は、請負者自らが作成したものを含め、情報 

　　保護の最善の措置を執ることとし、特に関連資料を社外等へ持ち出す場合は

 　　十分留意すること。

 　　（仕様書、完成図書、名簿等のみならず連絡用文書も同等とする）

 

 ２　工事担当責任者

　　請負者は、工事施工に先立ち工事責任者を定め、工事施工中は、常に現場へ

 　派遣し、係官と連絡及び工事全般の責に当たらせること。

 



 ３　疑義及び変更

　　本仕様書の解釈及び工事施工中に疑義を生じた場合又は、工事施工上支障を

　生じた場合等における設計及び工事方法の変更は、速やかに係官に連絡し、承

 　認を得て行うこと。

 

 ４　責任施工

　　工事施工に当たっては、全て仕様書及び設計図に示された設備機能を完全に

　充足させるよう、施工完成すること。仕様書及び設計図の補足的事項は、明記

 　のない場合でも係官の指示により誠実に施工調整すること。

 

 ５　資材

(1)　本工事に使用する資材は、仮設材料以外は全て新品とし、 の制定され JIS

　　ているものは、適合品、特に指定するものは、現品を提示して係官の検査を

 　　受け合格したものを使用する。

 

(2)　特に本工事のために製作する機器については、仕様書の記載により製作し 

 　　承認を受けること。

 

 ６　官公署その他への手続き

　　施工区域が皇居及び赤坂御用地以外の場合において、工事施工に必要な官公

　署その他（宮内庁を除く）への手続きについては、当本部の代理として請負者

 　が行うこととし、諸手続に要す費用についても全て請負者の負担とする。

 

 ７　後片付け

　　工事施工のため、既存物を取り外し、また、取り壊した場合、仮設物並びに

 　工事施工業者に伴う廃材等は、施工後速やかに復旧整理すること。

 

 ８　竣工

　　工事完了に際しては、係官立会いの上、各設備の機能その他検査及び試験を

 　施工し、良好たるを検査合格することをもって竣工とする。



 別紙２

 

 施 工 上 の 留 意 事 項
 

１　請負業者は、着工及び施工に当たっては、それぞれの旨を速やかに届け出る

 　こと

 

２　請負業者は工事施工に当たり、特に指示する工程については必ず係官の立ち

 　会いを求めなければならない。

　　また、常々工事の進捗状況について注意し、予定の工程と比較検討して、工

 　事の円滑な進行を図らなければならない。

　　予定の工程と実績とに差が生じた場合には、係官に報告すると共に、必要な

 　措置を講じること。

 

３　工事担当者は、当日の工事予定を就業前に、又工事の進捗状況を就業後に係

 　官に報告すること。

　　また、打合せ会議並びに口答指示を含む協議・指示・承諾事項は全て書面で

 　記録し、監督員に提出し承認を求めなければならない。

 

 ４　官公署その他への届出手続き等

、 、 (1)　工事の進捗に際して 官公署その他の関係機関等に必要な届出手続き等は

 　　遅滞なく行うこと。

(2)　上記の手続き等を行うに当たっての届出内容は、監督員に報告すること。 

(3)　関係法令に基づく官公署その他の関係機関等の検査においては、その検査 
 　　に必要な資機材及び労務を提供し、結果を遅滞なく報告すること。

 

 ５　工事の一時中止に関わる事項

　　次の(1)から(3)の何れかに該当した場合は、直ちにその状況を監督員に報告

 　すること。

 (1)　埋蔵文化財調査の遅延又は埋蔵文化財が新たに発見された場合 
 (2)　別契約の関連工事の進捗が遅れた場合 

(3)　工事の着手後、周辺環境問題等が発生した場合　 



 別紙３

 

 路 面 舗 装 上 の 留 意 事 項
 

 １　原則として雨天、強風、気温が低いときは施工を中止する

 

 ２　路面に水膜や水たまりがある場合、乾燥するまで施工しない

 

 ３　下層（路床・路盤）の含水過多がないことを確認する

 

４　プライムタックコートは、前層との接着面が濡れている場合や、十分に乾燥

 　していない場合は施工しない

 

 ５　既存舗装との接合面には、乳剤を十分に塗布すること

 

６　転圧は、規定の回数及び転圧機械を用いて、所定の密度が得られるまで締め

 　固める

 

 ７　表層には密粒度など、掘削断面図で指定された混合物を使用する

 

８　アスファルト仕上げ後、表面の変形やわだちを防ぐため、車両の通行や駐車

 　を控える

 

９　舗装の硬化、品質管理を確認した上で引渡しを行う　　


